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研究成果の概要

範蠕文法は主に言語構造における意味範囑を研究するものであり、人類言語の意味範

晴により構成された意味構造を描写し、また、このような意味構造について、パターン化

された体系と操作可能なプログラムを提供する。このような研究はコンピュータ自然言語

処理に体系的言語構造モデルを提供するのみならず、認知科学、心理学、論理学および哲

学、文化学にも必ず影響するであろう。また、範嶬文法は言語教育に対しても、新しい理

論を提供するであろう。

本研究は以下のようなテーマについて研究しました。

(1)範晴文法の理論；文法の認知価値；意味範晴と意味特徴；意味構造。

(2)命題論；アスペクト・テンス論；モダリティ論；ヴォイス論．

(3)範晴文法の範晴個論；動恋と静恋；主観と客観；已然と未然；抽象と具体；完成と

非完成；条件と結果、など。
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